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  おとうさん、だいすき 

 

きは なんにも いわないの 

片山 健 著  復刊ドットコム  Ｅ－カ 

こうえんにいったすーくんは、おとうさんに「きになって」といいます。すると、おとうさんはきになりまし

た。すーくんは、そのきにのぼろうとしましたが、なかなかのぼれません。どうやってのぼるのか、ききま

したが、きになったおとうさんは（きはなんにもいわないの）とこえにださないでいいました。 

 

だるまちゃんとてんぐちゃん 
加古 里子 さく・え  福音館書店  Ｅ－カ 
ちいさいだるまちゃんは、てんぐちゃんがもっているうちわをみて、とてもいいものだとおもいました。

そこで、うちへかえって「てんぐちゃんのようなうちわがほしいよう」といいます。おおきなだるまどんは、

たくさんうちわをだしましたが、だるまちゃんは「こんなうちわじゃないんだけどな」といいました。かんが

えているうちに、だるまちゃんはいいことにきがつきます。 

 

かさもって おむかえ 
征矢 清 さく  長 新太 え  福音館書店  Ｅ－チ 

ゆうがたになってきゅうにあめがふりはじめたので、かおるはおとうさんをむかえにえきにいきました。

でんしゃはつぎつぎにとうちゃくしましたが、おとうさんはおりてきません。かおるがまちくたびれて、べ

んちにすわっていると、おれんじいろのとらねこがやってきて、「おとうさんがいつもちかてつからのりか

えるえきまでいったらどう？」といいました。そこで、かおるはねこにつれていってもらうことにしました。 

 

スモールさんはおとうさん 

ロイス・レンスキー ぶん・え  わたなべ しげお やく  童話館出版  Ｅ－レ 
スモールさんのかぞくは、スモールさんとおくさんとあかちゃんとポールくんとポリーちゃんで、おかの

うえのおおきなうちにすんでいます。こどもたちは、まいあさ、おとうさんのひげそりをみるのがすきです。

そして、しごとにでかけるときには、ポールくんとポリーちゃんがいってらっしゃいとてをふってくれます。 



「こどもしんぶん」で紹介
しょうかい

している本は 

加 古 川 市 立 中 央 図 書 館  ☎（４２５－５２００） 

加古川市立加古川図書 館  ☎（４２２－３４７１） 

加古川ウェルネスパーク図書館  ☎（４３３－１１２２） 

加古川海洋文化センター図書室  ☎（４３６－０９４０） 

にあります 

 

ラモーナとおとうさん 

ベバリイ・クリアリー 作  松岡 享子 訳  学習研究社  ９３３－ク 
きょうはおとうさんの給料

きゅうりょう

日
び

。ラモーナはおとうさんが晩
ばん

ごはんを食
た

べにつれていってくれるかもしれ

ないとたのしみにしていました。ところが、帰
かえ

ってきたおとうさんは元気
げ ん き

がなく、おかあさんに話
はなし

があると

いいます。おねえさんのビーザスは、ラモーナに「何
なに

かわるいことがあったのよ」といいました。 

 

日曜日島のパパ 
ペッテル・リードベック 作  菱木 晃子 訳  岩波書店  ９４９－リ 
八歳
はっさい

のヴィンニは夏休
なつやす

みがおわるまで、パパのところですごします。パパはひとりで『日曜日
に ち よ う び

島
じま

』に住
す

んでいるのです。ヴィンニは岬
みさき

の駐
ちゅう

車場
しゃじょう

までママに送
お く

ってもらい、パパの手
て

こぎボートに乗
の

り、日曜日
に ち よ う び

島
じま

にむかいました。 

 

ぼくらは世界一の名コンビ！  
ロアルド・ダール 作  小野 章 訳  評論社  ９３３－ダ 

ダニィは父
と う

さんと二人
ふ た り

で、給油所
きゅうゆじょ

のうしろにある箱
はこ

馬車
ば し ゃ

で暮
く ら

しています。父
と う

さんは自動車
じ ど う し ゃ

の修理
しゅ う り

の

名人
めいじん

で、修理
しゅ う り

工場
こうじょう

はずっとダニィの遊
あそ

び場
ば

でした。ところがある日
ひ

、ダニィが夜中
よ な か

に目
め

をさますと父
と う

さん

がいませんでした。ダニィは父
と う

さんに何
なに

かおそろしいことがおこったんじゃないかと思
おも

います。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


